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１．応募団体数及び採択団体数 

部  門 応募団体数 
１次審査 

通過団体数 

２次審査結果 

採択団体数 

前年度 

採択団体数 

スタート部門 ５ ４ ３ ３ 

一般部門 ７ ７ ５ ６ 

団体連携部門 １ １ ０ １ 

採択実績団体部門 - - - １ 

学生・高校生部門 ７ ７ ７ ６ 

合  計 ２０ １９ １５ １７ 

２．採択団体の企画内容 

スタート部門 ３団体 

団体名 企画タイトル・事業のねらい 

にじのわ ママと子どもの育ちラボ 

①「こんにちは赤ちゃん」 ②出張にじのわサロン「抱っこ教室」 ③福祉健康センターとの情報交換会 

新生児の特徴・お取り扱いの啓発チラシを作成・周知、抱っこ教室を行っていくことで、子育て中の親子の身心の負担 

軽減、行政と医療の間をつなぐことが期待できる。 

＆（アンド） 

子どもたちのサードプレイス「つながりプラットフォーム」をつくる 

金沢市の不登校児に向けての取り組みや、民間団体・大学生などの取り組みを提供するプラットフォームを制作、交流 

イベントも併せて実施。不登校児をもつ保護者が知りたい取り組み情報にアクセスしやすくし、保護者や子どもたちの心身

の負担軽減につなげていく。 

金沢市マタニティライフサポーター 

産前産後の知っておくと良い講座（マタニティハッピーライフ講座） 

産前産後の時期に、支援を要する市民に対し、子育て等に関する講座や説明会を開催、参加を促すことで、孤独・不安

な子育てにならないよう働きかけていく。 
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一般部門 ５団体 

団体名 企画タイトル・事業のねらい 

重症児・医療的ケア児相談事業  

さくらんぼすまいる 

つなげる・ひろげる相談事業～誰ひとり取りこぼさない支援へ～ 

医療的ケア児・重症心身障害児を持つ親に対し、グループ相談会、ハンドブック作成、ピアスタッフ研修を実施すること

で、必要な情報の提供、支援者のつながり創出、必要な機関・医療へとつないでいくことができる。 

特定非営利活動法人 

シンママ応援団 

つながる！シングルファミリースペシャルデイ 

ひとり親が気兼ねなく子どもと楽しめるイベント（スタンプラリー）を開催、ひとり親家庭の親子に対する事業をもつ 

行政、支援団体、協力企業からの情報ブースをだしてもらって情報交換の場としつつ、支援者同士のつながりを生む機会と

する。 

増泉大通り商店街 

50周年事業実行委員会 

増泉１丁目緑地でマルシェを開催、新たなコミュニティ・まちづくり拠点に 

住民の交流機会が減る中で、地内の緑地でマルシェを開催、出店関係者だけでなく若手芸術家との連携も行ったイベント

とし、緑地の都市機能を高める他、地域住民の新たな賑わいの機会創出につなげる。 

特定非営利活動法人 

地域支援センターポレポレ 

続 まちなか美術館 ～障害者アートを通して多様性を考える～ 

障がいのある方のアート作品をまちなかに飾る「まちなか美術館」や、ワークショップ・意見交換会を開催することで、

地域資源の活用や、多様性への理解をより深めることを、人とのつながりも意識・模索しながら発信していく。 

石川工業高等専門学校 建築学科  

内田研究室 

Pポート×木の文化都市 ∼空きガレージ活用でつながる地域コミュニティ∼ 

空きガレージなどの空いているストックを活用し、木を用いた公共空間として開放することで、地域コミュニティの 

活性化、世代を超えた交流、バス待ち環境の向上、木の文化定着の促進が期待できる。 
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学生・高校生部門  ７団体 

団体名 企画タイトル・事業のねらい 

e-sic 

自然体験イベント 第一話「桃太郎」 

世界全体で森林に関する問題が存在する中で、金沢市は森との親和性が本来高いはずなのに、実際は異なる。 

市内小学生を対象に、自然体験イベントを実施し、自然系の関係人口の増加および消費者・自然教育による自然に配慮し

た行動の促進を図る。 

CCC・JAIST 

金沢キューピッド：地域づくりの人手不足を解決するための学生と市民のお見合い 

市民から、地域活性の担い手として期待される学生だが、その想いがすれ違っているため担い手不足が生じる。 

市民と学生を「お見合い」させるイベントを通じて、認識の共有を行い、さらに人脈のネットワークを広げていく。   

※当該イベントでは、ChatGPTを使用し、人型ロボットを使用予定。 

Ｍｅｑプロジェクト 

町家価値向上プロジェクト 

観光資源としての資産価値が高い町家だが、既存不適格建造物であり、年々取り壊され金沢の魅力も減少している。 

従来の耐震改修の概念を覆す方法を調査・提案（模型・パネル展示、広く市民に情報提供）することによって、町家の転

売や利活用の推進を図る。 

ほいっぽ 

～保育者を目指す学生連絡協議会～ 

たまごプロジェクト 

保育人材の不足が問題になっている中で、保育の現場で高校生に原体験を積んでもらうことにより、保育の魅力を知り将

来のきっかけづくりや、理解を深めていく。また、他大学の保育学生とも横の連携を行い、保育人材のネットワークを広げ

ていく。 

全世代型議論コミュニティ

SYABERIBA 

選択を広げるオープンキャンパス～先輩とさがす未来のミカタ～ 

 金沢のユースに向けて、市内で開催実績の少ない東京の私立大学の学生による座談会を実施。金沢市内の若い世代の進路

選択に貢献する。 

ALLEY JAPAN 

水面下に隠れた場所こそ、おもてなし精神を。ホスピタリティ・アート 

市民向けの日常使いの空間を学生目線で調査、そこにアート作品や死蔵して眠ったままの伝統工芸品等を飾る。座談会も

通じて、上記取組の魅力を学ぶ。 

地域連携による 

企画力養成プロジェクト. 

まだしたことのないスポーツをしよう！！ 

広い世代を集めてマイナースポーツイベントを実施。マイナースポーツ（モルック）は、皆がルールをわからない状態 

であって、幅広い世代が一緒に取り組むことで、コミュニティケーションが生まれ、世代間の交流を促進する。      

併せて、コロナ禍後の制限のない活動に触れる場になり、改めて地域活性化につながる。 


